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消費者がリードするキ ャ ン ペ ーン 「チ ョ コ レボ」●二〇〇一年の報道をきっかけに　フェアトレードという言葉を聴いて、多くの人がまず思い浮かべる商品は、コーヒー。続いてチョコレートだろうか。　チョコレボ実行委員会が二〇〇七年に行ったインターネット市場調査によると、フェアトレード商品を購入した人々の購入実績の一位がコ ヒ 、ついでチョコレート。購入意向・満足度 高い順番も同様であった。　途上国の一次産品から作られたこれらの製品は、今や私たち日本人の暮らしにあまりにも身近な存在となった。中でもチョコレートに関しては、原料がカカオであることを意識したり、その生産地にまで メージを巡らせたりすることは極めて稀だと思う。　コーヒーやカカオの歴史は、ヨーロッパをはじめとするいわゆる北の人々 南の人々とを、植民地や三角貿易、そして奴隷という暗い影の一面でつないで来た。 して、今またグローバリゼーション よっ構造的に創り出される貧困や格差の問題。
　かつての記憶を留める欧米の人々にとっ
て、 「途上国の貧困」と「フェアトレード」という図式は、ある意味「自分ごと」として浸透しているのではないかと思う。しかし、同じ先進国としてグローバリゼーションの一端を担っ 日本 私たちにとっては、歴史的にも物理的にも、途上国の貧困は遠い存在になりがちではないだろう 。
　かくいう私も、一九九九年のシアトルＷ






































あるチョコレートにフォーカスをあて、その代わりに、 フェアトレードに限らず、 オーガニックなども含めた「人と地球 やさしい」カカオで作ったチョコレートに関わる全ての人々に関心の対象を拡げてみた。
　それは、カカオの生産現場のみならず、
カカオを調達する人、一次加工からチョコレートにする最終加工、そして売る人、買う人、 食べる人…のように、 サプライチェーンのステ クホルダー全員にフェアであことの普遍性を問いたいという思いからだった。
　フェアトレードに懐疑的な人々から、時
折聴く意見として、 「市場の原理に基づいてバランスの取れている需要と供給 、フェアトレードで人為的に歪める は いかがなものか」というような声がある。私は経済には詳しくないのだが、逆に質 したくなるのは、その市場は本当にバランスの取れたものなのかどうか、 ある。
　少なくとも、チョコレートに関していえ





れぞれの仕事に本当に誇りを持って関わった成果を共有できること、そ がフェアトレードやオーガニックのプロセスで可能であるとしたら、そうした商 求 る消費者の声を集めることを使命と たのがチョコレボである。そして理念だけではなく、美味しさへのこだわりや食への安心など、消費者の求める声を集め、説得力 持った提案を、本業で関わ 企業に対し行っていく、キャンペーンと提言の両輪を同時に展開していくことになった。
　チョコレボは、具体的な商品の提示を求











階で、チョ レボは既に大きな矛盾を抱えていた。チョコレボを始めるきっかけとなった事件は西アフリカのカカオ農園の話であったのに対し、日本で購入で るオーガニックやフェアトレードの商品は、中南米産カカオで作られて るものばかり。人と地球にやさしいチョコレートの需要を高めようと、薦めれば薦める程、アフリカを否定し、カカオのニーズはアフリカからどんどん離れていってしまうようだった。
　アフリカのカカオを使ったフェアトレー
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に共感し、様々なプロセスで協力 てくれる人が集まってくる。チョ レボ・ガーナプロジェクトは まだ沢山のハードルを越えていかなければならない 、チョコという小さくて身近な商品を通して、持続的経済成長と環境保全の調和に向けた一筋のチャレンジとなっている。この責任のあプロジェクトを、思いを共有してくれる人々と共に運営体制を整えながら着実に推進していきたいと思っ 。
（ほしの 　ともこ／チョコレボ実行委員会発起人＋代表）
現地の子供達と
